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Ⅰ．緒　言
　本学北方圏生涯スポーツ研究センターでは，平成16年
度からプロジェクト研究「北方圏における総合型地域ス
ポーツクラブ設立に関する研究」が開始され，そのプロ
ジェクト研究において，地域スポーツクラブ研究分野（当
時）が中心となって総合型地域スポーツクラブの設立を
推進してきた。平成19年10月には「北翔大学北方圏生涯
スポーツ研究センター総合型地域スポーツクラブ」（以
下スポルクラブ）が設立され，多くの地域住民が参加し，
大学の協力を得ながら順調に活動が継続されている。現
在の会員数は491名を数え，実施プログラム数も23となっ
ている（巻末資料参照）。
　本学に総合型地域スポーツクラブを設立するにあた
り，周辺住民のニーズ調査として，平成17年２月に札幌
市厚別区厚別東・西地区の14,225世帯と江別市文京台と
大麻地区の13,920世帯，合計28,145世帯に対して質問紙
調査を実施している。また，設立後，平成20年２月には
追跡調査として同地域10,000世帯に質問紙調査を実施し
ている。これらの調査結果からは，スポルクラブの認知
度はやや向上しており，期待度も高いという結果は得ら
れた。しかしながら，いわゆる総合型地域スポーツクラ
ブの対象地域となる中学校区程度，つまり拠点場所から
半径５km程度とすると，これまでの２回の調査範囲に
おいて実施していない地域がいくつかあり，またその地
域においては，現会員の居住地割合が非常に低い地域と
なっている（図１）。
　そこで，本研究では，調査実施していない札幌市厚別
区を中心に再調査を実施するものである。そして，これ
まで２回の調査結果と比較し，同地域の特徴およびニー
ズを把握するものとともに，今後の実施プログラム検討
に反映させ，よりよい地域における生涯スポーツ機会提
供に役立てたい。
Ⅱ．研究方法
　本研究は，本学周辺住民に対して実施した，平成17年
実施，平成20年実施，および平成25年５月実施の質問紙
調査結果について比較検討するものである。
　調査項目は表１に示すとおりである。今回平成25年５
月実施の調査では，札幌市厚別区全域を対象にして無作
為抽出により14,920世帯に配布し，料金別納郵便で回収
１）北翔大学生涯スポーツ学部スポーツ教育学科
２）北翔大学短期大学部ライフデザイン学科
図１　スポルクラブから半径５km圏および現会員居住
地割合
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を行った。回収数は739部であり，回収率は5.0％であっ
た。有意差の検定には，カイ自乗検定を用いた。
Ⅲ．結果と考察
　図２は，男女比を示したものである。３回の調査結果
では，いずれも女性の回答率が高い結果となった。それ
ぞれ回答数は異なるものの，ほぼ同じ男女比率の回答率
となった。厚別区の人口男女比については，調査実施
時期平成25年５月現在においては，総人口128,599人に
対して，男性58,858人（45.8％），女性69,841人（54.3％）
であり，回答率について統計上いずれも有意差は無く
（N.S.），同じ傾向と捉えることはできる。
　図３は，年代比を示したものである。３回の調査結果
では，いずれも60歳代が最も回答率が多かったが，今回
の調査においては，次いで50歳代，70歳代，40歳代の順
となり，これらの年代を合計すると85％を占めることと
なる。同様に厚別区の人口年代比については，調査実
施時期に最も近い平成25年４月現在においては，総人
口129,416人に対して，60歳代20,905人（16.1％），50歳
代18,551人（14.4％），70歳代13,569人（10.5％），40歳代
18,490人（14.3％）であり，これらの年代を合計すると
55.3％であり，調査結果の年代比とは大きく異なり，統
計上の有意差（１％水準）が認められた。したがって，
調査結果に対しては，あくまで40歳代以上の回答であり，
それ以外の30歳代，20歳代，あるいは10歳代の意見を反
映するものではないと言える。
　図４は，スポルクラブを知っているかどうかの回答を
示したものである。平成17年調査結果については，クラ
ブ設立の前身に当たるジュニア体操クラブに対する認知
である。平成17年から平成20年には認知度は高くなって
いたが，今回の調査では減少したものの，平成17年調査
よりは高くなっていた。しかし，いずれも「知らない」
との回答が70％前後以上を占めるため，認知度は決して
高くはないと言える。この結果に対しては，スポルクラ
ブの広報活動の現状として，毎年４月に地元タウン誌に
広告を掲載しているのみである。また，広告費として十
分な予算も無く，また，現プログラムの定員がほぼ充足
している現状もあるため，大幅な会員数増加も難しい状
況も存在している。
　図５は，スポルクラブを利用したいかどうかの回答を
示したものである。平成17年と平成20年の調査と比較す
表１　調査項目
１．性別
２．年齢
３．居住地
４．本学に併設されているスポーツクラブを知っていますか
５．本学に併設されているスポーツクラブを利用しますか
６．５の理由
７．どのような運動やスポーツ，内容やプログラムを希望しま
すか
８．運動やスポーツプログラム以外どのような施設やサービス
を希望しますか
９．会費はどの程度が妥当と考えますか
10．本学がこのようなスポーツクラブを運営することをどのよ
うに考えますか
図２　男女比（％）
図３　年代比（％）
図４　スポルクラブ認知度（％）
図５　スポルクラブの利用について（％）
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ると，「利用したい」が56.8％と，平成20年と平成25年
との間には有意差は認められない（N.S.）ものの，最も
高くなっていた。今回の調査では「どちらでもない」の
選択肢を設定しなかったためか，「利用しない」との回
答が41.4％を占め，前回よりも高くなった。このことは，
有意差（１％水準）は認められるものの，「利用したい」
か「利用しない」かと言われれば，「利用したい」と言
う程度と理解すべきである。また，「既に入会している」
との回答は平成20年の調査より減少していた。このこと
は，やはり，現会員の居住地割合が低い地域を対象とし
たためであると考えられる。
　図６は，スポルクラブを利用したい理由（上位）の回
答を示したものである。「運動したい」との回答が最も
多く，次いで「会費が安い」，「近い」，「興味がある」の
順であった。これまでの調査では，内容が不明であるた
め回答しかねるといった指摘も多かったため，今回の調
査では質問紙調査用紙と合わせてスポルクラブのチラシ
を同封した。これら上位の回答については，順位に変動
がある回答もあるが，おおむね同様の傾向であり，「運
動したい」という至極最もな回答であったことから，運
動欲求は高いと考えられる。
　図７は，スポルクラブを利用しない理由（上位）の回
答を示したものである。これまでと選択肢が若干異な
り，質問紙調査用紙と合わせてスポルクラブのチラシを
同封したこともあり，「内容が合わない」と「会費が高い」
の選択肢を追加した。しかしながら，これら２つの選択
肢は決して上位ではなく，「遠い」との回答が最も多く，
次いで「時間が合わない」，「興味は無い」，「既に別のク
ラブに通っている」の順であった。調査対象地域は半径
５km圏内であり，客観的に近いか遠いか判断出来るも
のではないが，厚別区からクラブに通うための交通機関
は，国道沿い以外は決して便利ではなく，自家用車や降
雪期以外の自転車などを利用しなければ，近いとは感じ
られないのではないかと考えられる。
　図８，９，10は，スポルクラブにおいて希望する活動
の回答を示したものである。３回の調査結果いずれにお
いても「健康体操」，「健康体操」，「軽運動」といった回
答が上位を占めた。次いで「体力測定」，「体力診断」，「ト
レーニング」といった回答の順となっており，競技的な
スポーツ種目や特定種目というより，一般的な健康維持
や軽運動，自身の体力測定やトレーニングを希望すると
の回答であった。これらは，回答者の年代にも影響して
図６　利用したい理由（上位）（％）
図８　希望する活動（平成17年調査結果）（％）
図７　利用しない理由（上位）（％）
図９　希望する活動（平成20年調査結果）（％）
図10　希望する活動（平成25年調査結果）（％）
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いると考えられる。既に実施しているプログラムの多く
は，これらのニーズに応える内容となっているが，設立
時からの会員にとっては，ややマンネリ化してきている
との指摘もあり，会員の満足度や継続率を高めるために
は，プログラムのレベルを分けたり，内容に変化を持た
せたりすることが重要である。
　図11は，スポルクラブにおいて希望する施設の回答を
示したものである。３回の調査結果いずれにおいても「更
衣室」と「シャワー」が上位を占めた。スポーツクラブ
には必然の施設であり，付帯施設である「駐車場」，「お
風呂」，「軽食施設」また遠方からの「送迎バス」，会員
との交流の場となる「談話室」も挙げられた。しかし，
20歳代と30歳代の回答が少なかったこともあり，「託児
所」についてはいずれも低い回答であった。これらの施
設のうち，すでに「更衣室」，「シャワー」，「駐車場」，「談
話室」は併設されているが，「お風呂」については，小
さなジャグジーがあるのみであり，あくまでプール利用
者の暖をとる為に設置されているものである。また，「軽
食施設」については，学内の食堂はあるものの，クラブ
が所在する施設内は大学の研究教育施設であるため，水
分摂取以外の飲食は厳禁としている。そして，「託児所」
についても，法律上の制約や安全責任管理上から設置は
していない。ジュニア体操クラブでは，会員の子どもた
ちの兄弟が遊ぶスペースや，あるいは大人の会員の子ど
もが遊ぶスペースが必要ではあると考えるが，先述の理
由などから，設置は困難である。また，本学には保育士
と幼稚園の養成学科は存在するものの，連携や教育シス
テムに盛り込むことは現状では困難である。
　図12は，会費についての回答を示したものである。
今回の調査ではこれまでの調査結果とは大きく異なり
「1500円／月」が最も多かった。次いで，「3000円／月」，
「500円／月」，「2000円／月」，「1000円／月」の順となっ
た。１回当たり支払う公共スポーツ施設式の会費は低い
傾向であった。これまでと選択肢を若干変更したことや，
スポルクラブのチラシに書かれている会費を参考にした
ことが影響しているかどうか判断はつかない。しかし，
スポルクラブの会費は，一般のスポーツクラブ・フィッ
トネスクラブの平均月会費額からすると非常に安く見ら
れがちではあるが，週１回の会費であることや自由にト
レーニング機器を利用したり，プールに入ったりするこ
とが出来ないことがチラシ配布により理解されたと考え
る。したがって，スポルクラブの会費設定よりは高額で，
一方一般のスポーツクラブ・フィットネスクラブよりは
安価な会費は支出出来ると回答した傾向が伺えた。
　図13は，本学がスポルクラブを運営することの回答を
示したものである。３回の調査結果いずれにおいても「地
域住民が利用出来るのは良い」が最も多く，次いで「と
ても良い」であった。他回答も好意的回答がほとんどを
占め，「疑問に思う」などのネガティブ回答はわずかで
あった。このことは，好意的と解釈して構わないと考え
られるが，あくまで大学という教育研究施設を地域住民
が利用出来るならばという条件付きである。大学の教育
研究施設である以上は，利用者・使用者の第一義は学生
である。しかし，大学がもつ性格としては，地域貢献も
果たさなければならない。したがって，大学のステーク
ホルダーには，学生のほか地域住民も含まれるため，有
効利用はしていかねばならない。この点においては，ク
ラブ役員スタッフだけではなく，大学を含めさらなる検
討を重ねていかなければならない。
図11　希望する施設（％）
図12　会費について（％）
図13　本学が運営することについて（％）
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Ⅳ．まとめ
　本研究は，本学が運営する総合型地域スポーツクラブ
「北方圏生涯スポーツ研究センター総合型地域スポーツ
クラブ」（スポルクラブ）周辺住民に対する，平成17年，
平成20年，そして今回平成25年に実施した調査結果につ
いて比較検討したものである。とくに今回平成25年の調
査については，札幌市厚別区を対象として，これまで調
査対象としていなかった地域も含まれ，スポルクラブの
認知度や期待度，新たなニーズや情報が明らかになった。
　スポルクラブの認知度は決して高くなく（Ｈ25：
26.5 ％）， 利 用 し な い と の 回 答 も 多 か っ た（ Ｈ25：
41.4％）。一方では，運動したいとの回答は最も多く（Ｈ
25：17.2％），興味も示しており（Ｈ25：8.6％），期待度
も高くなっていた。しかしながら，利用しない理由の最
も上位が遠いとの回答であり（Ｈ25：9.3％），以前２回
の調査結果より高い数値を示した。以前２回の調査地域
も同様の半径５km圏内でありながら，札幌市厚別区か
ら遠いとの回答を多く得ていることから，さらに居住地
域を細分化した分析が今後求められる。また，回答者の
年代は，50歳代が多く，以前２回の調査と同様の傾向で
あり，希望する活動も健康体操や健康維持運動，軽運動，
体力測定であった。会費については，同封したチラシを
参考したことに起因しているのか，1500円／月や3000円
／月といった以前２回の調査ではほとんどなかった回答
も見られた。
　今後については，現在のスポルクラブのプログラムは
十分現状に見合っていると考えられるものの，新たな会
員の掘り起しをすべきか，現在のクラブ規模が適正であ
るかどうか，大学が運営するクラブの特徴として，学生
活動との調整はもちろんのこと，大学の教育システムに
何をどのように組み込むか，また，地域社会貢献をどの
程度考えるか，そして，行政や企業との連携をすべきか，
スポルクラブの役員やスタッフだけでなく，大学とも十
分な検討を重ねて行くことが必要である。
　現状のスポルクラブ活動状況については，参考資料と
して別図（チラシ裏面）を示しておく。また，掲載プロ
グラム以外の活動としては，総会，年次毎の設立記念イ
ベント，軽登山・クロスカントリースキー・スノーシュー
体験など学外イベント，指導者講習会，トレーニングルー
ム開放，クライミングウォール体験会，体力測定会，血
管年齢測定会，年末大掃除忘年会などが実施されている。
付　記
　本研究は，平成23年度から平成25年度文部科学省「私
立大学戦略的研究基盤形成支援事業」の助成を受けて実
施したものである。
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